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NEDO実証における制御システム構築状況および
ノンファーム一律制御の開始について

2022年12月27日

東京電力パワーグリッド株式会社

資料２

弊社では2021年4月1日より、一部のローカル系統において試行的にノンファーム
型接続の適用を開始しております。
今回は、下記についてご報告いたします。
1. 弊社供給区域のローカル系統における混雑見通し
2. NEDO実証※における制御システム構築状況と今後の対応
3. 弊社供給区域のローカル系統におけるノンファーム一律制御の開始

ご報告事項

※再生可能エネルギーの大量導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化技術開発
／〔1〕－1日本版コネクト＆マネージを実現する制御システムの開発
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1１．弊社供給区域のローカル系統における混雑見通し

試行的にノンファーム型接続を適用している10送電線の混雑発生見通しは、以下
のとおり（2024年度から順次混雑が発生する見込み）。

また、下記10送電線以外のローカル系統についても、2023年4月からのノン
ファーム型接続電源の連系を順次受け入れた場合、新規連系が旺盛な系統に関し
ては、早ければ2024年度から混雑する可能性がある。

No. 対象送電線 混雑年度

① 154kV群馬幹線(金井～群馬) 2026年度

② 154kV水上線(金井～小松) 2026年度

③ 154kV奥秩父線 2024年度

④ 154kV栃那線 2025年度

⑤ 154kV下滝線 2025年度

⑥ 154kV猪苗代新幹線 2027年度

⑦ 66kV榛名線 2030年度以降

⑧ 66kV片品川線(金井側) 2026年度

⑨ 66kV泉沢線 2030年度以降

⑩ 66kV松崎線 2027年度
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2２．NEDO実証における制御システム構築状況と今後の対応

ローカル系統の試行的な取り組みに向けた制御システムは、当時の整理（全ノ
ンファーム型接続電源の一律制御等※1）に基づき、NEDO実証において開発中。
（開発完了予定：2023年度末）

一方、第46回大量導入小委にてご整理いただいた、「ローカル系統混雑時に制
御順序を再給電方式（一定の順序）としつつ、発電計画値を変更いただく」こ
とに対応するには、システム改修が必要。

実証工程・開発ベンダーのマンパワー等からNEDO実証内での改修は困難なた
め、当時の整理に基づき開発している基本的なシステムを実証内で完成させ、
実証後に改修。（改修完了予定：2024.3Q中目途※2）

NEDO実証
制御ｼｽﾃﾑ

開発
制御システム開発(フィールド実証含）

制御システム
改修

（NEDO実証外）

2022
年度

2023年度
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2024年度 ～2021
年度

2020
年度

実証完了(2024.3)

設計
製造 試験

改修完了(2024.3Q中目途)
※2 現行の整理から変更がない場合

今後の制度議論等によ
り、前提やその他要件
が変わる場合、改修完
了時期も変わります。

基本的なシステムを完成

※1： 以降、「ノンファーム一律制御」とする

・今回の整理を含む2022年3Qまでに整理された内容に
ついては、基本的な仕様をNEDO実証内で検討し、
2022年度中に仕様書へ反映。(実際の改修はNEDO実証後)

・2022年度末時点の仕様書(案)として、2022年
度内を目標に各一般送配電事業者へ共有する。
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3３．弊社供給区域のローカル系統におけるノンファーム一律制御の開始

項目 2024年度以降

ローカル系統の制御

連系待機を回避する観点から、まずは、試行的にノンファーム型接続を適用して
いる10送電線および、混雑が見込まれるローカル系統について、 2024年4月1
日から、NEDOでシステム開発中のノンファーム一律制御の運用を開始したい。

なお、ローカル系統混雑時における、基幹系統の再給電方式（一定の順序）と同
様の出力制御順、出力制御方法※に関する各システム開発・改修等が完了次第、
ノンファーム一律制御の運用から移行することとしたい。

★

制御システムおよび精算システムの
開発・改修等が完了次第、制御方式
を移行

ローカル系統混雑時の出力制御
（一定の順序）運用開始

※ 以降、「ローカル系統混雑時の出力制御（一定の順序）」とする

2024年4月1日～
ノンファーム一律制御運用開始
（試行10送電線、混雑が見込まれるローカル系統）
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4（参考）ローカル系統の制御方法の議論状況

第46回大量導入小委にて、ローカル系統混雑時の出力制御（一定の順序）としつ
つ、ノンファーム電源については、計画断面での計画値変更による出力制御とす
ることで整理。

2022/11/15 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第４６回）資料２
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5

2021/6/29 第54回 広域系統整備委員会 資料3

第54回広域系統整備委員会でご紹介の通り、制御システムは2021年1Qに要件
定義までを完了し、システム開発中。

（参考）NEDO実証における制御システム構築状況
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6

発電事業者(契約者)はローカル系統での制御量を踏まえて発電計画を変更。

他方、ローカル系統の制御量を基幹系統と区別したうえで、(基幹系統の再給電
方式と同様の)一定の順序の制御に応じた制御ロジックには未対応。

（参考）NEDO実証における制御システム構築状況

NEDO事業
「日本版コネクト&マネージを実現する制御システムの開発」

第４回検討委員会（一部の表現を見直し） (2022.3.9)

発電計画値を
変更いただか
ない前提

ローカル系統
と基幹系統の
制御量を区別

不可

発電計画値を
変更いただく
前提なものの、
制御順序が異
なる
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7（参考）NEDO実証における制御システム構築状況

ノンファーム型接続電源の出力制御の基本的な考え方として、発電事業者（契
約者）は必要に応じて発電計画を修正（変更）。

電力広域的運営推進機関HP 抜粋
系統接続ルールについて～ノンファーム型接続～
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8（参考）NEDO実証における制御システム構築状況

試行的な取り組みにおけるノンファーム型接続電源の出力制御量の配分方法は、
全ノンファーム型接続電源の発電計画値に対して一律で制御。

電力広域的運営推進機関HP 抜粋
系統接続ルールについて～ノンファーム型接続～
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9（参考）一部ローカル系統へのノンファーム型接続の試行的な取り組み

当社は2021年4月1日から、試行的な取り組みとしてローカル系統10送電線に適
用中（制御システム(ノンファーム一律制御)はNEDO実証で開発中）。

2021/3/12

再生可能エネルギー大量導入・次世代電力

ネットワーク小委員会（第２７回）資料６

2021/3/12

再生可能エネルギー大量導入・次世代電力

ネットワーク小委員会（第２７回）資料７


